
埼玉教育の振興に関する大綱 

 

 

  皆さん一人一人には、様々な能力と可能性があります。 

  皆さんの能力と可能性を十分に開花させるようにすること、

障害などの困難さを抱えている方には特別な支援の手を差し

伸べること、そして、皆さんがたとえ失敗したとしても、何度

でもやり直すチャンスがあること、こうした環境を整えること

が私たち大人の使命だと考えています。 

  これからの世の中は、激しく変わっていくでしょう。 

  グローバル化が進んで、外国での出来事が、皆さんの生活

に直ちに影響を及ぼします。ＩＣＴ化やロボット化が進むと、

今ある仕事がなくなるかもしれません。 

  江戸時代の俳人である松尾芭蕉は、「不易流行」という言葉

を使いました。いつの世においても変わらない大事なものは 

 しっかり守るとともに、社会の変化や時代の要請に合わせる

ことが大切であるということです。 

  教育においても同じことが言えます。 

  学力・道徳・体力の基礎を確実に身に付けることはいつの

世にも変わらない必要なことです。また、社会が変わってもた

くましく生き抜いていくためには論理的思考力や問題解決力

も重要です。 

  皆さんは、埼玉県にとって大切な「宝」であり、かけがえ

のない「財産」です。ですから、「人材」ではなく、「人財」な

のです。 

  埼玉県では、皆さん一人一人が「人財」として輝けるよう

な教育を進めていきます。 

  皆さんが自分の能力と可能性を開花させられるよう期待し

ております。 
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１ これからの社会において育成すべき「人財」 

  次のような「人財」を育成することを目指します。 

 

  (1) 自らの力で人生を切り拓き、自分の人生に満足できる 

生涯を送ることができる 

 (2) 「ならぬことはならぬものです」といった人としての 

基本を身に付けている 

 (3) 異なる考えや多様な価値を受け入れることができる 

広い視野と寛容な心を持っている 

 (4) 「世のため、人のため、後のため」という公の心を持ち、

地域や埼玉そして日本の将来を考えることができる 

 (5) 郷土や我が国の歴史、文化を誇りに思い、世界から尊敬

される 

 

 

２ 施策の根本的な方針  

  次の７つの根本的方針に基づき、「人財」を育成します。  

 

 (1) 確かな学力と変化の激しい社会を生き抜く力を育成し

ます。 

   ア 変化の激しい社会において新しい価値を生み出す源

は、創造力です。そして、一人一人が創造力を身に付け

るためには、基礎学力が大切です。そこで、子供たちが

学習内容をきちんと身に付けているか、授業ごと、単元

ごと、学期ごとに繰り返し確認することを大切にしてい

きます。さらに、「読む」と「聞く」という力に加えて、

「書く」と「話す」という力を強め、発表や表現をする

力を身に付けるようにしていきます。 

 

 

 



   イ 社会の変化に対応するためには、論理的な思考力や 

自分で問題を解決していく能力が必要です。そのために

は、教職員が子供たちに一方的に教え込むのではなく、

子供たち同士が学び合い、想像力を養い、自ら学ぼうと

する意欲を高めるような「学びの改革」を進めます。 

 

   ウ 基礎学力と論理的思考力、問題解決力が身に付いたか

を検証するためには、一人一人の学力の伸びを確認し、

改善につなげていく必要があります。さらに、全国で初

めて実施した一人一人の学力を追跡する県学力・学習状

況調査を行い、結果を分析・活用して教職員の教える力

を向上させます。 

   

 (2) 豊かな心と健やかな体を育成します。  

   ア 一人一人がその能力と可能性を開花させるためには、

豊かな人間性や社会性を身に付けることが必要不可欠

です。つまり、人には優しく親切に、自分がやられて嫌

なことは人にはしないということです。そこで、林間学

校や臨海学校などの自然体験、社会体験や職場体験など

子供たちが切磋琢磨する機会を充実します。 

 

   イ いじめや不登校、高校中途退学などは、子供たちに    

とって大きな問題です。そのような課題を抱えた子供た

ち一人一人にもその能力と可能性を開花できるようあ

らゆる手を講じなければなりません。そこで、教職員が

専門性を高めつつ、専門家と協力しながら、子供たちを

全力で支援していきます。 

 

 

 

  



 (3)  様々な課題を抱えた子供たちに教育を通じて支援しま

す。 

    経済的格差や家庭の教育力の低下、発達障害など、  

子供たちが抱える様々な課題により、その能力と可能性

の芽が摘み取られることがあってはいけません。そのた

め、日本一の奨学金制度を進めるとともに、生活保護受

給世帯・生活困窮世帯の子供たちを対象にした学習支援

を行うことで、すべての子供たちにチャンスを与え、  

その能力と可能性を開花できるよう、教育を通じた支援

を行います。 

 

 (4) 社会の変化に対応した高校教育を進めます。 

   ア 社会の変化に対応した魅力ある高校を作ることが 

「人財」育成には必要です。そのため、新たな投資を行

いつつ、再編整備を行い、県立高校の活性化や特色化を

進めます。 

 

   イ グローバル化の進展に対応するには変化の激しい 

社会をけん引できる国際感覚を持った「人財」も必要で

す。そこで、世界の哲学や芸術文化などの深い教養を 

身に付けることや世界のリーダーと交流することを 

通じてリーダーシップを育成します。 

 

   ウ 明日の埼玉の産業を担うため、産業構造の変化に対応

できる「人財」の育成とともに、伝統産業を継承する 

「人財」の育成も重要です。そこで、高度な職業「人財」

を育成するとともに、大学など高等教育機関への進学も

できる専門高校づくりを目指します。 

 

 

 



 (5) 家庭・地域の教育力を向上し、相互に支え合うための絆

づくりを進めます。 

   ア 少子高齢化や核家族化により、家庭では、子育てにつ

いて悩みや不安を抱え、孤立している状況もあります。

安心して子育てできる環境が必要です。そこで、これか

ら親になる世代や子育て中の親に対して、親としての力

を高めるため、親の学習を充実させます。 

 

   イ 教職員、保護者、地域の人々が手を取り合い、一つと

なって県民全体で子供を育てることで、家族の絆や地域

の絆が深められ、学校の教育力も高まります。そこで、

学校応援団をはじめ、家庭や地域と連携した教育活動を

一層充実します。 

 

 (6) 生涯にわたる学びを支援し、スポーツの推進を図ります。 

   ア 生涯にわたる多様な学びは、人生を豊かにします。 

地域における様々な場で、生涯にわたって学習できる 

環境を整備するとともに、学びの成果を生かせるよう 

支援していきます。 

 

   イ 人々に安らぎや感動、生きる喜びをもたらす文化芸術

は大切なものです。文化芸術活動の支援や埼玉に根差し

た伝統文化の学びの機会を拡充し、文化芸術の振興や 

伝統文化の継承を図ります。 

 

   ウ スポーツは、心身の健康の保持・増進だけでなく、  

社会のルールを守る訓練にもなり、青少年の健全育成や

地域社会の再生など県民生活において多面にわたる 

効果が期待されます。そこで、東京オリンピック・パラ

リンピックなどを契機に、生涯にわたってスポーツ・レ

クリエーションに親しめる取組を充実します。 



 (7)  教職員の資質・能力の向上を図ります。 

     アメリカの教育学者のウィリアム・アーサー・ワード

は、「凡庸な教師はただ話す。よい教師は説明する。優れ

た教師は自らやってみせる。そして、卓越した教師は心

に火をつける。」と言っています。学校教育の質の維持向

上を図るためには、子供たちの心に火をつけるような、

優れた指導力と使命感を兼ね備えた教職員の育成が不可

欠です。そのため、教職員同士が学び合い、高め合う  

機会を充実します。 

 

 

３ 明日の埼玉教育のために  

 

  教育は、学校教育だけでは成り立ちません。社会が変化し

ている今、「公助」に重きが置かれた教育を進めることは難し

くなります。 

  また、子供たちや保護者による「自助」だけでも対応でき

ません。 

  学校応援団や地域見守りの活動に見られるような、学校と

家庭と地域が協力し合う「共助」の観点がますます重要になっ

てきています。 

  県民の皆様とともに、埼玉の子供たち一人一人が、その  

能力と可能性を開花させられるよう、学校、家庭、地域が一つ

となって子供たちを育んでいきたいと考えています。 

  明日の地域や埼玉そして日本を支える子供たちの将来のた

めに、埼玉県の教育、学術、文化、スポーツの振興の根本的な

方針として、ここに「埼玉教育の振興に関する大綱」を定めま

す。 

 

                埼玉県知事 上田清司  


